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基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

疾患や障害をもった対象者の人生に関わるという大変難しいテーマについ

て、その問題を真剣に考えることのできる真摯な態度の育成を目指し教育さ

れている。なによりも、対象者のことを第一に考えられる熱い気持ちを持っ

たセラピストの育成を目指し教育されている。 

専門職としての自覚を持ち、社会における各療法士の役割を認識するとと

もに、関連職種との連携を尊重し、協調して業務を遂行できる高度な知識と

技術、そして豊かな人間性の修得を目指す。また、職務に対する姿勢や倫理

など各療法士としての適性を養うことを目的とし、それに沿った内容で教育

されている。 

 

・ 各療法士の臨床の本質や重要さを正しく理解する。 

・ 各療法士の仕事の領域全体にわたって、現場の体験を通して学びとる。 

・ 専門領域の学識・技術の向上を目指し、その内容を深める。 

・ 対象者（児）の要求、興味・関心、福祉・人権等に対する鋭敏な感受

性を養い、豊かな人間尊重の精神を培う。 

・  各療法士としての自己の使命を確認する。 

・ 社会人として、臨床家としての道徳心、倫理観を培う。 
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1-1 （1/2） 

1-1 理念・目的・育成人材像は定められているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-1-1 学校が教育を行

う理念・目的・育成人

材像などが、明確に定

められているか 

５ 

学校が教育を行う理念・目

的・育成人材像などが、明確

に定められている。 

３つのポリシーを策定し、

求める人材像、卒業認定要

件、カリキュラム内容を明確

化した。 

 

入学案内・学生便覧に明記

されている。また、ホームペ

ージにも掲載されている。 

オープンキャンパスを年

12 回開催し、受験希望者に

対し、学校が教育を行う理

念・目的・育成人材像など説

明している。 

時代のニーズを先取りし、 

敏感に変化させる体制が必

要となる。 

入学案内 

学生便覧 

ホームページ 

オープンキャンパス資 

料 

1-1-2 理念・目的・育

成人材像を実現する

た め の 具 体 的 な 計

画・方法を持っている

か 

５ 

理念・目的・育成人材像を

実現するための具体的な計

画・方法を持っている。 

中期展望と５ヵ年目標と計

画を策定し、毎年年度末に見

直しを進めている。 

１学年から３学年まで臨床

実習を多く取り入れ、即戦力

となる人材育成の計画を実

施している。 

客 観 的 臨 床 能 力 試 験

（OSCE）を導入し、知識・

資質・技術のチェックを実施

している。 

中期展望と５ヵ年目標と計

画を策定し、理事会・評議員

会で報告している。 

カリキュラムの見直し、検

討を実施した。 

令和 6 年度に向けて、カリキ

ュラム内容を検討する。 

令和 5 年度カリキュラム 

客観的臨床能力試験

（OSCE）各種資料 

理事会・評議員会議事録 

理事会・評議委員会提出

資料 
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1-1 （2/2） 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-1-3 理念・目的は、

時代の変化に対応し、

その内容を適宜見直

されているか 

５ 

理念・目的は、時代の変化に

対応し、その内容を適宜見直

されている。 

指定養成規則の変更に則し 

たカリキュラム改定を実施 

している。 

 

目的については、各学科単

位で臨床からのニーズを調

査し、学内教育に反映させて

いる。自己点検評価で、教育

内容を見直し、検討を加えて

いる。学校関係者評価委員

会、教育課程編成委員会でそ

の内容を議題として、外部の

有識者から広く意見を求め

ている。 

カリキュラムの見直し、検

討を実施した。 

令和 6 年度に向けて、カリ

キュラム内容を検討する。 

特になし 

令和 5 年度カリキュラム 

学校関係者評価委員会議

事録 

教育課程編成委員会議事

録 

 

1-1-4 理念・目的・育

成人材像等は、教職員

に周知され、また学外

にも広く公表されて

いるか 
５ 

理念・目的・育成人材像等は、

教職員に周知され、また、学

外にも広く公表されている。 

入学案内・学生便覧に明記さ

れている。また、学外に対し

ては、ホームページにより、

公開している。オープンキャ

ンパス・夜間個別面談・夜間

授業見学会で、受験希望者に

対して、説明している。 

パンフレットの更新を実施 

した。 

 

学生便覧の見直しを随時実

施した。 

ホームページの更新を実

施した。 

入学案内・募集要項の更新

を実施した。 

入学案内 

募集要項 

学生便覧 

ホームページ 

入試入学説明会資料 

夜間個別面談記録 

夜間授業見学会資料 

 

 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校が教育を行う理念・目的・育成人材像などが、明確に定められている。 

目的については、各学科単位で、臨床からのニーズを調査し、学内教育に反

映させている。 
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1-2 （1/1） 

1-2 学校の特色はなにか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-2-5 学校の比類ない

特色として挙げられる

ものがあるか 

５ 

学内教育と学外教育を組み

合わせた教育カリキュラム

を実施している。 

法定単位を超える臨床実習

を実施している。 

理学療法学科では、2022 年

度入学生から見学臨床実習、

評価臨床実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲをカ

リキュラムに取り入れてい

る。3 年次には、医療施設外

実習を設定し、介護保険分野

の臨床実習を取り入れてい

る。作業療法学科では、地域

作業療法実習を同様に取り

入れている。 

2022 年度入学生から見学臨

床実習、評価臨床実習Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲをカリキュラムに取り

入れ、各期の到達目標を明確

に設定し、3 年次の総合臨床

実習に備えている。 

作業療法学科では、作業療法

実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳをカリキ

ュラムに取り入れ、3 年次の

臨床実習に備えている。 

令和 6 年度に向けて、臨床実

習の取り組み内容の変更を

計画している。 

令和 5 年度カリキュラム 

臨床実習要綱 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学内教育と学外教育を組み合わせた教育カリキュラムを実施している。 

臨床ゼミナールを導入し、個別指導を実施している。 
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1-3 （1/1） 

1-3 学校の将来構想を抱いているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-3-6 学校の将来構想

を描き、3～5 年程度先

を見据えた中期的構想

を抱いているか 

５ 

医療保険分野のみならず介

護保険分野でも望まれる、ま

た、活躍できる人材の養成を

目標にしている。 

中期展望と 5 ヵ年目標と計

画を策定し、毎年、年度末に

見直しを進めている。 

高校生 AO 入試・高校推薦

入試、社会人 AO 入試を導入

し、両学科の定員充足を目標

に準備・計画を実施した。 

介護保険分野の授業時間を

増加させている。 

医療施設外実習を設定し、

介護保険分野の臨床実習を

取り入れている。 

中期展望と 5 ヵ年目標と計

画を策定し、理事会・評議員

会で報告している。 

オープンキャンパスの参加

者からのアンケート調査結

果から、プログラム内容につ

いて高評価を得ている。 

運営会議や学科会議で将

来構想の検討を実施する。 

教育課程編成委員会で外

部の有識者に参加いただき

外部の意見を反映させてい

る。 

学校関係者評価委員会で

外部の有識者に参加いただ

き外部の意見を反映させて

いる。 

高校生 AO 入試・高校推薦

入試、社会人 AO 入試を導入

し、ホームページやオープン

キャンパスで更に外部に周

知していく。 

令和 5 年度カリキュラム 

教育課程編成委員会議

事録 

学校関係者評価委員会

議事録 

臨床実習要綱 

理事会・評議員会議事録 

理事会・評議委員会提出

資料 

募集要項 

オープンキャンパスア

ンケート調査結果 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

医療保険分野のみならず介護保険分野でも望まれる、また、活躍できる人材

の養成を目標にしている。入学希望者の増加に関しては、優秀な入学生確保

を目的に、職業訓練給付金の認可を受け、HPや入試入学説明会で広報した。 

両学科とも、職業実践専門課程の認可申請を実施し、認定を継続している。 

最近では、起業を目指すセラピストの増加が認められることから、介護保険

分野での起業を視野に入れた授業内容も組み入れてきている。 

理学療法管理学、地域理学療法実践論、地域作業療法学などの講義に介護保

険分野での起業を視野に入れた授業内容も組み入れた。 
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基準２ 学校運営 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営は、建学の精神に由来する教育理念や校是を最上位の判断基準とし、

運営会議を筆頭に、学科会議の議決の基に運営されている。また、経営に関

連する事項については、学園理事会での議決に拠っている。 

運営の具体的な目標や方針は、学科会議や各委員会で審議された事項を基に

運営会議で諮り、事業計画として計画・策定され、年次途中での実施状況確

認を経て年度末に総括され翌年の計画に反映させている。さらに、より長期

的な視点からの将来構想を構築するため、中期計画（5 ヵ年計画）を策定し

ている。学校運営の基盤については、学則を最上位に各種規定、及び各種内

規により定められている。 
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2-4 （1/1） 

2-4 運営方針は定められているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-4-1 学校の目的、目標

に基づき、学校運営方

針は明確に定められて

いるか ５ 

学校の管理運営に当たって

の目的、目標に基づく運営方

針は、毎年、事業計画の中心

内容として定めている。 

中期展望と 5 ヵ年目標と計

画を策定し、毎年年度末に見

直しを進めている。 

運営方針を盛り込んだ事業

計画は毎年３月下旬の理事

会、評議員会にて承認を得て

いる。 

中期展望と 5 ヵ年目標と計

画を策定し、理事会・評議員

会で報告している。 

特になし 福田学園事業計画書 

（OCR） 

福田学園事業報告書 

（OCR） 

理事会・評議員会議事録 

理事会・評議委員会提出

資料 

 

 
2-4-2 学校運営方針は

きちんと教職員に明示

され、伝わっているか 

５ 

事業計画の内容は各所属セ

クション単位の会議やＭＴ

Ｇにて明示し伝えている。 

学園中期計画及び期間中に

於ける取組みについての資

料を全教員に配信し、運営方

針を周知徹底した。 

教員会議を令和4年度より設

置し、両学科の情報共有の機

会を設けている。 

事業計画の内容について、役

職者には運営会議にて明示

し、その他教職員について

は、学科会議・事務局ＭＴＧ

等にて明示し伝えている。 

 

 

当年度の計画等は、年度初頭

の理事長、校長訓示の場で全

教職員への意識統一が図ら

れている。 

教員会議では、両学科の運営

状況、学生の学習状況、各種

委員会からの現状報告など、

情報共有の機会を設けてい

る。 

運営会議議事録 

令和 5 年度理事会資料 

教員会議議事録 

2-4-3 学校運営方針を

基に、各種諸規定が整

備されているか 
５ 

運営方針に基づき、各種規

程及び各種内規を整備して

いる。 

各種規程及び各種内規につ

いては、事業計画の策定と併

せて常に見直しを行ってい

る。 

 特になし 福田学園組織規程 

ＯＣＲ処務規程書 

各種規程書 

各種内規書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

目的や目標に基づいた運営方針は、学科会議や各委員会での審議を基に運営

会議で諮られ、その審議事項の内容が事業計画として中核的な役割を担って

いる。また、それらを集約し長期的な全体構想を加味した中期計画（5 ヵ年

計画）を策定している。 
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2-5 （1/1） 

2-5 事業計画は定められているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-5-4 学校の目的、目標

を達成するための事業

計画が定められている

か 
５ 

2-4-1 アと同じ 

また、その結果を事業報告

としてまとめている。 

併せて、中期計画（5 ヵ年計

画）を策定している。 

事業計画は毎年３月下旬、ま

た、事業報告は５月下旬の理

事会、評議員会にて承認を得

ている。 

特になし 福田学園事業計画書 

（OCR） 

福田学園事業報告書 

（OCR） 

中期計画（5 ヵ年計画書） 

2-5-5 学校は事業計画

に沿って運営されてい

るか 

５ 

 事業計画に基づき実施状況

の確認と計画変更等があれ

ば運営会議で修正等の確認

を行っている。入学者数の充

足、進級率、卒業率の改善、

国試合格 100％を目標にそれ

に沿った事業計画を定め、実

施している。 

運営会議は月1回のペースで

開催され、状況の確認をして

いる。 

教員会議、学科会議を毎週開

催し、状況の確認をしてい

る。 

特になし 福田学園事業報告書 

（OCR） 

福田学園組織規程書 

（OCR） 

中期計画（5 ヵ年計画書） 

運営会議議事録 

教員会議議事録 

学科会議議事録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

事業計画は毎年、学科会議での審議を基に運営会議で諮られ、その審議事項

の内容が中核的なものとなって策定している。また、毎月進行状況が運営会

議で確認され、修正や調整をしながら業務が進行している。年度末には部署

毎で総括され、次年度の計画策定に反映している。尚、長期的な構想を捉え、

事業計画を基に全学的な中期計画（5ヵ年計画）を策定している。 
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2-6 （1/1） 

2-6 運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-6-6 運営組織図はあ

るか 

５ 

新年度当初に学園組織図を

学内掲示板（サイボウズ）に

て公表し、全教職員に告知し

ている。 

3 月下旬の理事会、評議員会

にて、新年度の学園組織編成

の承認を得ている。 

特になし 福田学園組織図 

2-6-7 運営組織や意思

決定機能は、学校の目

的、目標を達成するた

めの効率的なものにな

っているか 

５ 

運営組織や意思決定機能は、

学校の目的、目標を達成する

ための効率的なものになっ

ている。 

理事会、評議員会は、私立学校

法に定められた役割を果たす

べく機能している。また、目標

達成のための運営組織が整備

されており、運営のための会議

は効果的に開催されている。 

令和 4 年度より、両学科の情

報共有を目的に教員会議を

設定し、実施している。 

福田学園理事会議事録 

（OCR） 

福田学園評議員会議事録 

（OCR） 

運営会議議事録 

教員会議議事録 

2-6-8 組織の構成員そ

れぞれの職務分掌と責

任が明確になっている

か 

５ 

組織の構成員それぞれの職

務分掌と責任が明確になっ

ている。 

学園組織規程、OCR 処務規

程により、組織内の各職位

別、各職務別に、その役割と

責任を明確に示している。 

令和4年度より新設した教員

会議で役割に応じた懸案事

項を報告し、現状を情報共有

している。 

福田学園組織規程書 

 

ＯＣＲ処務規程書 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の最上位意思決定機関として運営会議が設置されており、そこでは学科

会議の各種答申・審議事項が一元的に取り扱われている。 

学科会議が実質的な審議の場として、学校運営全般について基本的な方針や

施策を検討、策定している。教員会議・学科会議・各種委員会・事務ＭＴＧ

は、主に各学科・各部署の業務上の連絡や報告の場として機能している。 
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2-7 （1/2） 

2-7 人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-7-9 学校運営に必要

な人材の確保と育成が

行われているか 

４ 

毎年、事業計画に基づき、

学校運営に必要な人材の確

保と育成を概ね行っている。 

毎年、その年度の事業計画

に基づき、要員計画、新規採

用計画を策定している。理学

療法学科においては、指定養

成規則の必要要件を超える

教員数を配置している。 

適宜、外部研修への参加を

積極的に活用している。 

更に、階層別等具体的な研

修計画を策定する必要があ

る。 

 教員の学位修得を促進し、

教育の質の向上を目指す。 

 

福田学園事業計画書 

（OCR） 

福田学園事業報告書 

（OCR） 

2-7-10 人事考課制度は

整備されているか 

３ 

正式な制度としての人事考

課規程は整備されていない

ため、令和 5 年度の試行に向

けて準備計画している。 

人事考課規程は設けてい

ないが、実質的には、理事長

により本人の業績による評

価が1年毎になされ期待成果

給が決定されており、また業

務委託契約者においては、契

約更新時に上長等の評価に

より更新の可否が決定され

ている。 

 

今後、公平な人事考課の在り

方について検討する必要が

あるが、それに先立ち、遂行

された業務の評価や各教職

員の貢献度、能力等を評価す

ることで組織力を高めるこ

とができるよう、まずは人事

評価の体系整備から検討し

ていく必要がある。 

令和5年度に引き続き人事考

課を試行として実施する。 

福田学園職員給与規程

（抜粋） 

業務委託契約者契約更新

関係書式一式 

令和 5 年度人事考課票 

（試行版） 

2-7-11 昇進・昇格制度

は整備されているか 

４ 

任命権者（理事長）により

決定する旨、就業規則や給与

規程等により定めているが、

個別の昇進昇格規程は整備

されていない。 

実際的に昇進昇格制度は運

用されている。 

教員の採用、昇格等規程整

備に向けた検討部会を設置

し、令和 4 年度に原案を策定

した。令和5年度より施行し、 

令和 6 年度も継続する。 

人事異動通知書 

辞令 

就業規則 

給与規程 

教員選考規程 
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2-7 （2/2） 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-7-12 賃金制度は整備

されているか 
５ 

賃金制度は整備されてい

る。 

給与規程、退職金規程、一

時金規程に基づき運用され

ている。 

特になし 給与規程書 

退職金規程書 

一時金規程書 

モデル試算表 

2-7-13 採用制度は整備

されているか 

４ 

教員の採用、昇格等規程整

備に向けた検討部会を設置

し、令和 4 年度に策定した。 

毎年、その年度の事業計画

に基づき、要員計画、新規採

用計画を策定している。教員

の採用、昇格等規定に基づき

今後は実施していく。 

教員の採用、昇格等規程整

備に向けた検討部会を設置

し、令和 4 年度に原案を策定

した。令和5年度より施行し、 

令和 6 年度も継続する。 

福田学園事業計画書 

（OCR） 

福田学園事業報告書 

（OCR） 

教員選考規程 

2-7-14 教職員の増減に

関する情報を明確に把

握しているか 

５ 

教職員の増減に関する情報

を把握している。 

毎年の事業計画、事業報告

で学園全体の教員、職員数を

掲載している。また、教職員

採用年度や年齢等の構成一

覧を作成している。 

理学療法学科は、必要教員

数を 1名上回る 7名の教員で

学科運営を行っている。 

福田学園事業計画書 

（OCR） 

福田学園事業報告書 

（OCR） 

教職員構成一覧表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 

 
特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

賃金制度については、退職金も含め精緻な制度が確立している。人事・昇進

関係・採用については、明確な制度はないものの、各部署の人員計画や人事

考課を反映した人事が施行されている。今後の課題としては、教職員の資質・

能力向上の観点から、職場内での異動を円滑に行うための制度設計が必要で

ある。 
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2-8 （1/1） 

2-8 意思決定システムは確立されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-8-15 意思決定システ

ムは確立されているか 

５ 

意思決定システムは確立さ

れている。 

学園としての意思決定シス

テムは、組織規程により明確

に規定するとともに、学園組

織図により、はっきりと明示

している。 

組織図には無いが、令和 4

年度より、教員会議を新設

し、両学科の運営方針の討議

の場を設置し、より明確な意

思決定の過程を踏む。 

福田学園組織規程書 

福田学園組織図 

2-8-16 意思決定プロセ

スのポイントとなる仕

組み(会議等)が制度化

されているか 

５ 

意思決定プロセスのポイン

トとなる仕組み（会議等）は

制度化されている。 

毎月 1 回運営会議が開催さ

れている。 

毎週 1 回教員会議が開催さ

れている。 

毎週 1 回学科会議が開催さ

れている。 

段階別に意思決定プロセス

のポイントとなる会議が制

度化されている。 

毎月１回の運営会議、毎週１

回の教員会議、学科会議が開

催され、段階別の意思決定プ

ロセスに則った事項につい

て審議、情報共有が行われて

いる。 

 

福田学園理事会議事録 

福田学園評議員会議事録 

運営会議議事録 

学科会議議事録 

教員会議議事録 

2-8-17  意思決定の階

層・権限等は明確か 

４ 

意思決定の階層・権限等は

明確である。 

各意思決定組織の階層・権

限等を組織規程、処務規程等

で定めることにより、適切か

つ円滑にシステムを機能さ

せている。 

稟議書、出張伺い・出張報

告は起案者より、順次、階層

順に確認・捺印出来るように

なっている。 

福田学園組織規程書 

ＯＣＲ処務規程書 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

意思決定プロセスは、明確であり、各教員からの提案事項を学科会議で一度

検討し、学科会議から運営会議に上程する。両学科の共通する懸案事項につ

いては、教員会議にて検討されることとなる。 

令和４年度より学科会議と運営会議の中間的位置付けに、毎週 1 回教員会

議を開催している。 
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2-9 （1/1） 

2-9 情報システム化等による業務の効率化が図られているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-9-18 業務効率化を図

る情報システム化がな

されているか 

５ 

業務効率化を図る情報シス

テム化（cam-j 等）がなされ

ている。 

入学から卒業まで、更には

卒業以降の期間について、学

生一人一人の情報を管理で

きるシステムを構築し運用

している。また、学生募集に

ついては、専用システムのイ

ンフォクラウドを活用して

いる。 

特になし システム概要図 

ネットワーク図 

各種出力帳票 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学籍管理や成績管理のシステムは既に導入しており、セキュリティー面も強

化している事から、安全で効率的な業務遂行に寄与していると言える。 
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基準３ 教育活動 
 

 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

常に医療保険・介護保険制度の変革の情報を踏まえ、人材ニーズの把

握を行い、また、求人者の情報から現在の業界のニーズを把握してきて

いる。 

このニーズに対応することを目標に、また、各学生の履修状況から到

達可能な目標を設定した教育活動を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定養成規則等によりカリキュラム内容は厳密に規定されており、 

自由にできる内容は少ないが、少しでも外部のニーズに対して応えるよ

うな活動を行っていきたい。 
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3-10 （1/1） 

3-10 各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-10-1 各学科の教育目

標、育成人材像は、そ

の学科に対応する業界

の人材ニーズに向けて

正しく方向付けられて

いるか 

５ 

国の行政や介護保険制度、

各事業者の動向を把握し、カ

リキュラムに組み込むよう

に努めている。両学科とも、

職業実践専門課程の認可を

受け、企業等との連携を密に

し、企業から求められる人材

像を明確にしている。 

企業等のニーズをいち早く

キャッチする目的で、本学園

と二つの医療法人間で連携

契約を締結している。 

適宜情報集を行い、具体的

に科目内容に反映させてい

る。 

教育課程編成委員会を開催

し、外部有識者からの意見を

広く受けている。 

臨床現場の生の情報を得

るために、専任教員は現役の

セラピストとして、患者・対

象者に対して治療に携わっ

ている。 

教育課程編成委員会議

事録 

法人契約締結書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

常に国や職能団体の情報には目を向けており、人材ニーズの把握が可能とな

っている。 

両学科とも、教育課程編成委員会、学校関係者評価委員会を開催し、企業等

の意見が常に反映されるように体制を整備している。 

 

教育課程編成委員会には、学術団体、複数の医療機関から委員を選出し、幅

広い意見を頂いている。 

学校関係者評価委員会では、卒業生・保護者・関連団体から委員を選出し、

自己点検評価結果から現状について意見を頂いている。 
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3-11 （1/1） 

3-11 各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間性等は、業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間を

勘案して、到達することが可能なレベルとして、明確に定められているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-11-2 各学科の教育

目標、育成人材像を構

成する知識、技術、人

間性等は、業界の人材

ニーズレベルに照らし

て、また学科の教育期

間を構築して、到達す

ることが可能なレベル

として、明確に定めら

れているか。 
４ 

ほぼ到達可能なレベルを定

めている 

入学者に対してほぼ７割か

ら 8 割弱※（卒業率：理学療

法学科 76.7％、作業療法学科

66.7％）の学生が卒業してい

る。 

理学療法学科の国家試験合

格率は、100％を達成した。

作業療法学科では、１名不合

格者を出したが、令和 4 年度

は 100％を達成している。ま

た、理学療法学科では、令和

2 年度までは 3 年連続国家試

験合格 100％を達成してい

る。両学科とも、国家試験の

結果から、教育目標に到達し

ていると判断する。 

 

学習の停滞が認められた

場合に、個別指導で対応して

いる 

1 年次より、個別指導、補

習、教育アシスタントによる

学習支援を充実させている。 

カリキュラム 

国家試験合格率資料 

1 年次スケジュール 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）  

各学生の履修状況から、ほぼ到達可能な目標設定に

よる教育活動を実施しているものと判断している。

またその目標は、求人者の情報から現在の業界のニ

ーズに則したものと考えている。 
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3-12 （1/2） 

3-12 カリキュラムは体系的に編成されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-12-3 学科のカリキュ

ラムは、目標達成に向

け十分な内容でかつ体

系的に編成されている

か 
４ 

カリキュラム構成はほぼ適

切に設計されている。 

2020 年の指定養成規則変更

に沿った内容に 2019 年改訂

を行った。2020 年改訂を行

った授業に対して、内容の検

討を実施した。また、2022

年度にも更なる改訂を実施

した。 

国家試験の出題基準及び臨

床的なニーズを配慮したカ

リキュラムであるため。 

令和 3 年度（2021 年度）に

臨床実習関連のカリキュラ

ム改訂を実施し、令和 4 年度

から運用した。 

カリキュラム設計の意図

について、学生の理解を促進

する努力がさらに必要であ

る。 

カリキュラム自体は変更

無しでも、常に各学科で教育

内容を見直し、検討し、必要

があれば、修正している。 

令和 4 年度カリキュラム 

3-12-4 カリキュラムの

内容について、業界な

ど外部者の意見を反映

しているか ４ 

反映できるように意識して

いる。 

年 2 回開催実施している教

育課程編成委員会で外部の

有識者の意見を聞き、カリキ

ュラムに反映させている。 

各科目の担当講師及び実習

指導者より、各講義時や指導

者会議にて意見をいただい

ている。 

教育課程編成委員会を年 2

回開催し、外部の意見を取り

入れている。 

意見集約から具現化する

までの体制においてさらな

る充実が必要である。 

教育課程編成委員会議

事録 

3-12-5 カリキュラムを

編成する体制は明確に

なっているか 

４ 

ほぼ明確である。 

座学と臨床実習のコンビネ

ーションを重要視し、知識・

技術・資質の確認を客観的臨

床能力試験で実施している。 

学科会議活動 

教育課程編成委員会を年 2

回開催し、外部の意見を取り

入れている。 

各科目担当者、学科教員の

さらなる連携、統括の強化を

要する。 

教育課程編成委員会議

事録 

客観的臨床能力試験

（OSCE）各種資料 

 

 



18 

3-12 （2/2） 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-12-6 カリキュラムを

定期的に見直している

か 

４ 

見直している。 学科会議で検討している。 

各科目担当者が、授業評価

アンケートを基に次年度に

向けて報告書を作成し、改善

点や総括を実施して、カリキ

ュラム内容を定期的に見直

している。 

2020年度の指定養成規則改

訂を見越して、2019年度にカ

リキュラム改訂を実施し、内

容の検討を継続している。 

令和 3 年度も臨床実習関連

のカリキュラム改訂を計画

し、令和 4（2022）年度から

実施している。 

各科目担当者、学科教員の

さらなる連携、統括の強化を

要する。 

授業評価アンケート集

計票および報告書 

運営会議議事録 

学科会議議事録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理想的な専門職像を掲げ、具体的な教育目標達成に向けたカリキュラム編成

としている。また、時代の流れに沿った適宜の改善を実施している。 
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3-13 （1/1） 

3-13 学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-13-7 学科の各科目

は、カリキュラムの中

で適正な位置付けをさ

れているか 

４ 

ほぼされている。 学科会議において検討され

ている。 

学校関係者評価委員会と教

育課程編成委員会で外部の

有識者から意見を頂いてい

る。 

リハビリテーション教育評

価機構の第三者評価を受審

している。 

特になし カリキュラム 

学校関係者評価委員会

議事録 

教育課程編成委員会議

事録 

リハビリテーション教

育評価機構審査報告書 

3-13-8 各科目の指導内

容、方法等を示したシ

ラバスが作成されてい

るか 

４ 

作成されている。 シラバスを Moodle で閲覧

できるようにし、常に、学生

が内容を確認できるように

変更した。 

シラバスを Moodle で閲覧

できるように変更した。 

シラバス集 

3-13-9 各科目の一コマ

の授業について、その

授業シラバスが作成さ

れているか 
４ 

作成されている。 

専任教員の主要科目は、毎

回講義シラバスを作成し、重

要項目について、学生にアン

ケート調査を実施している。 

各科目の資料による。 さらなる内容の充実を図

る。 

シラバス集 

講義シラバス 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育目標に沿ったカリキュラムデザインに努めている。また主要科目を中心

に、各科目、各授業における目標設定も明確にしている。 
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3-14 （1/1） 

3-14 授業評価の実施･評価体制はあるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-14-10 学生による授

業評価を実施している

か 

４ 

全科目終了後授業評価アン

ケートを実施している。 

前期・後期それぞれの最終

授業時に実施している。 

結果については、各科目担

当者のリクエストに応じ、個

別にフィードバックし、課題

の把握と改善に役立ててい

る。 

授業評価アンケート集

計票および報告書 

 

3-14-11 授業内容の設

計や教授法等の現状に

ついて、その適否につ

き学科や学校として把

握・評価する体制があ

るか 

４ 

把握に努めている。 学科会議での学生報告、試

験成績、教員間の授業交流の

実施。 

各情報の統合と対策への

反映を確実にする 

授業評価アンケート集

計票および報告書 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育活動全体として学生からどのような評価を得ているかはほぼ把握してい

る状況である。科目毎の学生評価についても、重要な情報源としている。 
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3-15 （1/2） 

3-15 育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-12 学科の育成目

標に向け授業を行うこ

とができる要件(専門

性・人間性・教授力・

必要資格等)を備えた

教員を確保しているか 

４ 

ほぼ確保できている。 

理学療法学科 1 名 博士 

5 名 修士 

作業療法学科 ４名 修士 

（修士課程 2 名、博士課程 1

名在学中） 

各クラスの学習状況や各科

目の履修状況から。 

特になし 教育研究活動一覧 

3-15-13 教員の専門性

レベルは、業界レベル

に十分対応しているか 
４ 

ほぼ対応できている。 

理学療法学科 1 名 博士   

5 名 修士 

作業療法学科 4 名 修士 

臨床研修を週 1 日実施して

いる。 

臨床経験を維持するための

研修実績から。 

臨床のセラピストとデイ

スカションし、対象者を共観

しながら、臨床能力を研鑽し

ている。 

教育研究活動一覧 

業務報告計画書 

3-15-14 教員の専門性

を適宜把握し、評価し

ているか 
４ 

ほぼ把握している。 

各専門分野に科目担当が配

分されている。 

臨床経験の内容、研修・研修

活動の実績から。 

人事考課による評価を実

施予定である。 

教育研究活動一覧 

3-15-15 教員の専門性

を向上させる研修を行

っているか 
４ 

教員研修や職能団体による

学術活動への参加を促して

いる。学術大会・研修会にも

参加している。 

全国リハビリテーション学

校協会主催の教員研究大

会・教員研修会に毎年参加す

るなど積極的に参加してい

る。別紙の研修実績参照。 

研修会や学会・講習会への

参加を積極的に促していく。 

教育研究活動一覧 

3-15-16 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を適宜把握し、

評価しているか 
４ 

授業交流などにより把握し

ている。 

複数で担当する臨床ゼミな

どの科目を設定し、各教員の

教授力を確認している。 

 

授業交流の実績 

複数の教員が参加して授業

を行うことで、フィ－ドバッ

ク、修正を実施している。 

特になし  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 3-15 （2/3） 
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3-15 （2/2） 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-15-17 教員の教授力

(インストラクション

スキル)を向上させる

研修を行っているか 

５ 

教員研修会や講習会などへ

の参加を促している。 

参加実績(別紙参照) 

 

研修会や学会・講習会への

参加を積極的に促していく。 

出張報告書 

3-15-18 教員間(非常勤

講師も含めて)で適切

に協業しているか 
４ 

学科会議などで学生状況を

把握し、対応方法などについ

て検討、実施している。 

各学年の指導に担任・副担

任制を取り入れ、協業による

指導体制を取っている。 

議事録 

担任・副担任が非常勤講師

に学習状況の確認を随時実

施している。 

小テストの結果を聴取し、

学習不振者に対して、補習を

実施している。 

学科会議議事録 

3-15-19 非常勤講師間

で適切に協業している

か ４ 

講義内容など情報共有をし

ている。 

担任が非常勤講師と定期的

に面談し、授業内容や小テス

トの成績を把握している。 

シラバスなど 特になし シラバス 

カリキュラム 

小テスト成績表 

3-15-20 非常勤講師の

採用基準は明確か 

４ 

学科にて検討し運営会議へ

提案、決定している。 

年度末に授業評価を実施

し、学生の理解度などを評価

している。 

議事録 特になし 授業評価 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

主にクラス及び各学生個人の学生生活や成績の報告などから、教育活動のフ

ィードバックに努めている。その内容から、各教員の教育活動の適正化、教

員採用時の用件設定に反映させている。 
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3-16 （1/1） 

3-16 成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-16-21 成績評価・単

位認定の基準は明確に

なっているか ４ 

学則により定めている。 

また、アセスメントポリシー

を 2021 年度に制定した。 

GPA ポイント制度を導入し

指標を明確にしている。 

学則、シラバスに成績評定

の基準を明記している。 

アセスメントポリシーを制

定し、HP に公開した。 

成績評価や単位認定の基

準は学則に明記されており、 

学則に準じて判断している。 

学則 

ホームページ 

3-16-22 他の高等教育

機関との間の単位互換

に関する明確な基準が

あるか 

４ 

シラバスなどによる判断に

委ねており、20 単位を認め

ている。 

単位認定申請書 特になし 学則 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価や単位認定の基準は明記されている。学内は学年制ではあるが単位

制も取り入れている。 
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3-17 （1/1） 

3-17 資格取得の指導体制はあるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-17-23 目標とする資

格はカリキュラムの上

で明確に定められてい

るか 
５ 

定めている。 

（2023 年度合格率） 

理学療法士国家資格 100％ 

作業療法士国家資格 96.0％ 

学則 2 年継続した国家試験合格

100％を目指す協議会の方針

に従い、2024 年度は各学科

の創意工夫を新たに追加し

て実施していく。 

学則 

ホームページ 

学校案内 

3-17-24 目標とする資

格の取得をサポートで

きる教育内容になって

いるか 
５ 

ほぼなっている 

国家試験合格率は全国平均

を大きく上回っている。 

国試対策ゼミナールをカリ

キュラムに編成している。 

カリキュラム 

国家試験合格率 

特になし カリキュラム 

国家試験合格率一覧表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格取得のための指導体制、カリキュラムとなっている。  
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3-18 （1/1） 

3-18 生涯学習に対して積極的に取り組んでいるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-18-25 生涯学習に対

して積極的に取り組ん

でいるか 

５ 

理学療法学科では卒業生の

就職先に対して理学療法士

として必要な技術の brush 

up を目指した講習会を行っ

てきている。 

作業療法学科では、卒業生

や実習地の作業療法士を対

象に講習会を開催している。 

また、校友会活動を積極的

に支援している。 

開催実績 

株式会社ビーナス：症例検

討会、2023 年度実績：5 月

18 日、8 月 23 日、11 月 21

日 

アイリス：症例検討会、6 月

2 日、6 月 14 日、12 月 15 日, 

12 月 22 日 

作業療法学科卒業生勉強

会：4 月 28 日、5 月 26 日、

6 月 16 日、6 月 23 日、7 月

28 日、8 月 25 日、9 月 21 日、

10 月 20 日、11 月 24 日、12

月 22 日、1 月 26 日 

 

 

 

 

卒業生を中心に、実習受け

入れ先のセラピスト教育を

目的に、継続して勉強会、講

習会を開催し、各セラピスト

のレベルアップに繋げる。 

各セラピストのレベルア

ップが質の高い、臨床実習指

導・教育に繋がる。 

研修会資料 

3-18-26 聴講生制度は

あるか 

ＮＡ 

国家試験受験資格認定校の

ため、授業が非常に厳密に規

定されており、また、施設の

余裕もないため聴講生制度

は設けていない。 

   

3-18-27 生涯学習に関

連する講座の開設・受

講の状況・推移を正確

に把握しているか ４ 

把握している。 校友会主催で3部会合同研修

会 2 回（うち 1 回は ZOOM

併用）、PT 研修会 2 回、OT

研修会 2 回（うち 1 回は

ZOOM 併用）、ST 研修会 1

回、大学院研修会 2 回を開催

した。 

特になし 校友会議事録 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

生涯学習という点から卒業後も卒業生に対して技術の向上を図るための講習

会を実施し、レベルアップに貢献している。 
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3-19 （1/1） 

3-19 附帯教育事業に対する取り組みの組織・体制は明確になっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-19-28 附帯教育事業

に対する取り組みの組

織・体制は明確になっ

ているか 

ＮＡ 

人員及び収容施設の関係

で、現在は実施していない。 

   

3-19-29 附帯教育事業

に関連する講座の開

設・受講の状況・推移

を正確に把握している

か 

ＮＡ 

行っていない。    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

人員及び収容施設の関係で、現在は実施していない。  
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基準４ 教育成果 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現状では就職率 100％となっているが、近年、入学者のレベルが急激に変化

してきており、今後、退学率の上昇及び理学療法士国家試験合格率の下落が

懸念される。卒業生が将来、社会で活躍できることを視野に求人動向の分析

及び対策を行い、実社会のニーズに呼応した人材育成のための教育を図るべ

く、入試の選抜方法、学内教育の拡充を図っていく必要がある。 

 

2023 年度は、理学療法学科で国家試験合格率 100%、作業療法学科では 96％

の結果となった。 

作業療法学科では、１名不合格者を出したが、2022 年度は 100％を達成し 

ている。また、理学療法学科では、2020 年度までは 3 年連続国家試験合格 

100％を達成している。 
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4-20 （1/1） 

4-20 学生の就職に関する目標を達成したか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-20-1 学生の就職に関

する目標を達成したか 

５ 

達成している。 

 

就職率は 100％ 特になし 就職先一覧 

4-20-2 就職成果とその

推移に関する情報を明

確に把握しているか 

４ 

ほぼ把握している。 

3 年継続して就職先アンケ

ートを実施した。 

例年、卒業生の現状調査ア

ンケートを実施している。

（2022.2023年度はコロナの

影響で実施出来ていない。） 

学科による毎年のデータ集

約、就職先一覧表 

傾向などの分析をさらに

充実させる余地がある 

就職先アンケート調査

結果 

卒業生アンケート調査

結果 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現状では就職率は 100％であるが、その求人動向の分析とその対策の検討を

継続的に行う必要がある。 
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4-21 （1/1） 

4-21 資格取得に関する目標を達成したか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-21-3 資格取得に関す

る目標を達成したか 

５ 

ほぼ達成している。 

 

国家試験の合否結果 

（2023 年度合格率） 

理学療法士国家資格 100％ 

作業療法士国家資格 96％ 

各学生の傾向分析などに

よる学習方法の適正化 

厚生労働省資料 

学校別合格者状況 

4-21-4 資格取得者数と

その推移に関する情報

を明確に把握している

か 

５ 

把握している。 

 

合否結果の記録 特になし 厚生労働省資料 

学校別合格者状況 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

例年、ほぼ全国平均（2023 年度：理学療法学科 95.2％、作業療法学科 91.3％）

以上の合格率を保っているが、継続して 90％以上の合格率が確保できるよ

う、さらなる向上を促す。 
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4-22 （1/1） 

4-22 退学率の低減に関する目標を達成したか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-22-5 退学率の低減に

関する目標を達成した

か 

４ 

退学率は、PT 学科で増加、

OT 学科では減少している。 

PT学科の増加原因の主な理

由は体調不良者が複数名出

たことが挙げられる。 

理学療法学科： 9.4％ 

作業療法学科：4.9％ 

退学者実績より 退学理由の分析と早期退

学傾向の把握による対応 

運営会議資料 

4-22-6 入退学者数とそ

の推移に関する情報を

明確に把握しているか ５ 

把握している。 

卒業率 

理学療法学科： 76.7 ％ 

作業療法学科： 66.7 ％ 

事務記録 特になし 運営会議資料 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学者のレベルも急激に変化しており、退学率の低減が確実に効を奏してい

るとはいいがたいが、PT 学科では学力低迷者については個別指導の徹底など

により学力を理由とした退学者は減少している。2023 年度の増加原因は、

4-22-5 にも記載した通り、健康面を理由とした退学者が複数いたことに加え、

学費面で支払いが困難な学生がいたことによる。OT 学科においても、個別 

指導や補講を強化し学力を理由とした退学者は減少しており、主な退学理由

は、学費の未納や仕事との両立が困難になったことによる。 

今後は、両学科ともに減少出来る方策として選抜方法と学内教育内容の拡充

を継続していく。 
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4-23 （1/1） 

4-23 卒業生・在校生は社会で活躍し、評価を得ているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-23-7 卒業生は社会で

活躍し、評価を得てい

るか 

４ 

ほぼ評価を得ている。 

臨床・教育・研究分野で活

躍している。 

就職先アンケートを３年連

続実施した。 

卒業生の現状調査アンケー

トを実施した。2022・2023

年度はコロナの影響で実施

出来ていない。 

各施設等の状況より 就職先アンケート、卒業生

の現状調査アンケートを分

析し、学内教育に反映させ、

より社会から求められる人

材を育成する。 

就職先アンケート調査

結果 

卒業生アンケート調査

結果 

4-23-8 卒業生の例とし

て特筆すべきものを記

述できるか ４ 

人間性については、ほぼ評

価されている。 

臨床・教育・研究分野で活

躍している。 

各施設等の状況より 

学会抄録集 

大学院進学、学術大会発表

などの活躍が見られる。 

特になし  

4-23-9 在学生や卒業生

の作品や発表が、外部

のコンテスト等で評価

されたか 

ＮＡ 

    

4-23-10 在学生や卒業

生の作品や発表が、外

部のコンテスト等で評

価された例として特筆

すべきものを記述でき

るか 

ＮＡ 

    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

社会での活躍状況については、すべてを把握できている状況にはないが、把

握できる機会を持つように努め、学内教育に反映させる必要があると考えて

いる。 
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基準５ 学生支援 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生支援については、就職支援、学生生活支援、経済的支援、健康管理、

課外活動支援、等々多岐に渡るが、概ねすべてに渡って支援体制は整ってい

る。 

就職支援に関しては、その前提となる国家試験合格率に大きく左右される

が、幸い高い合格率を保っていることから自ずと就職率も高い水準を保てて

いる。国家試験合格への支援がそのまま就職支援ともいえる。 

学生相談、健康管理についての支援体制は整えているがあまり利用する学

生はいないように思われる。ただし、その性格上、利用実態は克明には把握

していない。 

 課外活動については、夜間開講ということもあって殆ど行われていない。 

学校が主体的に誘導している球技大会等が唯一の活動と言える。 

 経済的支援については、授業料減免規程（成績優秀者、経済的理由者対象、

新入生対象、標準在学年数超過学生対象）を設け、学生を支援しているが、

まだまだ不十分と言える。 

 

文部科学省の「高等教育の修学支援新制度」の機関要件を満たす対象機関と

して認定を受けており、対象要件を満たす学生に対し経済的支援が適用され

るようになっている。 
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5-24 （1/1） 

5-24 就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-24-1 学生の就職・進

学指導に関する体制は

整備され、有効に機能

しているか ５ 

卒業年次担任及び学科長に

よる指導。 

100％希望する就職先に就職

している。 

Moodle を活用した、新しい

システムを導入した。 

就職先一覧表 特になし 運営会議資料 

5-24-2 就職に関する説

明会を実施しているか 

４ 

就職活動のガイダンスなど

実施。 

説明会開催を希望する施設

に対して個別対応で実施し

ている。 

ガイダンス開催 全体説明会の開催を検討

する。 

就職ガイダンス資料 

5-24-3 就職に関する学

生個別相談を実施して

いるか 
５ 

個別相談は実施している 就職活動開始前、試験前、

試験後に実施している。 

特になし  

5-24-4 就職の具体的活

動(履歴書の書き方な

ど)に関する指導を実

施しているか 

５ 

就職活動のガイダンスと個

別指導など実施 

ガイダンス開催 

個別指導による指導 

特になし 就職ガイダンス資料 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現在まで就職率は 100％であるが、就業満足度を向上するためにはカリキュ

ラムとの連携をさらに高める必要がある。このことは内定率の維持にも必要

である。 
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5-25 （1/1） 

5-25 学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-25-5 学生相談に関す

る体制は整備され、有

効に機能しているか ５ 

担任制度を設け授業等に関

する相談や、カウンセラ－に

よる心理面の相談を常時受

付けている。 

担任や進路担当者との相談

はもとより、学生相談室の利

用率が高いとの報告を受け

ている事から十分に機能し

ていると判断できる。 

特になし 掲示用ポスター 

5-25-6 学生相談室を開

設しているか 

５ 

学生相談室を開設している。 学内掲示と本校ホームペー

ジにて学生相談室の開室日

を公開している。 

担任の面談により把握され

る学生の相談内容の中で、必

要性のあるものは、学生相談

室の利用を推奨し、連携して

いる。 

特になし 掲示用ポスター 

5-25-7 学生からの相談

に応じる専用カウンセ

ラーがいるか 
５ 

カウンセラーは外部（2 名）

に委託している。 

本校ホームページと掲示用

ポスターで開室日ごとの担

当者名を明示している。ま

た、学内支援システムである

Moodle にも情報を掲載して

いる。 

特になし 掲示用ポスター 

 

5-25-8 留学生に対する

学生相談体制は整備さ

れ、有効に機能してい

るか 

ＮＡ 

留学生はいない。    

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生相談の体制は十分に整備されており大きな問題はない。  



37 

5-26 （1/1） 

5-26 学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-26-9 学生の経済的側

面に対する支援が全体

的に整備され、有効に

機能しているか 

４ 

日本学生支援機構の奨学金、

及び日本政策金融公庫によ

る国の教育ローン等の紹介

を行っている。 

また、家計の急変により学費

納入が困難になった学生に

対する減免制度や標準在学

年数を超過して在籍する学

生に対する減免制度を設け

ている。 

日本学生支援機構の奨学金

と国の教育ロ－ンについて

は学生募集要項等で案内し

ており、学生それぞれが状況

に応じて利用をしている。 

日本学生支援機構の奨学金、

及び日本政策金融公庫の国

の教育ローンに於いては、学

校が推薦をしても学生の家

計状況などにより申請が通

らない場合がある。 

家計の急変を理由とした減

免制度については、その状況

を客観的に判断する指標が

得にくい。 

学生募集要項 

5-26-10 奨学金制度が

整備され、有効に機能

しているか ４ 

独自の奨学金制度は展開し

ていない。 

成績優秀者に対して特待生

制度を導入している。 

 

 

各種授業料減免制度がある。 特になし 学生募集要項 

授業料減免規程（成績優

秀者、経済的理由者対

象、新入生対象、標準在

学年数超過学生対象） 

5-26-11 学費の分納制

度等、学生を経済的に

支援する制度が整備さ

れ、有効に機能してい

るか 

４ 

学費の延納制度や分納制度

を設けており、各期の一括納

入が厳しい学生にとっては

有効である。 

年間、一定数の延納者や分納

者がいる。 

分納や延納の期限を厳守で

きない学生がいる。 

⇒再延納、再分納を認めてい

る。 

延納申請用紙 

分納申請用紙 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的理由により進学できない学生が増えており、入学後も保護者（又は学

生自身）の収入減により継続的な就学が困難な学生が増えてきている。その

対応策として、学園自体の奨学金制度(学費納入が著しく困難になった学生を

援助し、就学を継続させることを目的とした授業料減免制度)の制定や外部機

構、企業への紹介で現時点に於ける最大限の支援を行っている。 
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5-27 （1/1） 

5-27 学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-27-12 定期的に健康

診断を行うなど学生の

健康面への支援体制は

あるか 

４ 

年度当初、全学生に対して健

康診断を実施している。 

ワクチン接種の状況を調査

した。 

検温アプリを継続して導入

し、毎日、学生の健康状態を

把握している。 

提携病院より医師・看護師は

もとより、検査技師を派遣い

ただいている。（レントゲン

検査車両） 

入学時に実施する健康調査

票を、2 年次・3 年次の 4 月

に再調査し、更新情報を把握

している。 

特になし 健康診断データ 

ワクチン接種調査票 

5-27-13 学生の健康管

理を担う組織体制があ

り、有効に機能してい

るか 

４ 

保健室を設置し、看護師を

常駐させている。 

看護師とクラス担任が連携

し、学生の健康管理の為の情

報交換を実施している。 

実習先での感染予防を目的

に感染症の抗体価を検査し、

予防接種を実施している。

（麻疹・風疹・水痘・耳下腺

炎・肝炎） 

看護師の業務として、体調不

良者等への対応をおこなっ

ている。 

看護師の常駐時間が妥当か

否か検討の余地がある。 

 

5-27-14 学生からの健

康相談等に専門に応じ

る医師・看護師等がい

るか ４ 

健康相談等に応じられる看

護師、医師がいる。 

看護師は、週に 5 日（11 時

から 19 時）常駐し、医師も

月に 1 回来校し、健康相談を

行なっている。 

5-27-13 イと同じ 5-27-13 イと同じ  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 
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点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

休息を取れる保健管理室を設置し、週に 5 日（11 時から 19 時）看護師が常

駐している。 
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5-28 （1/1） 

5-28 課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-28-15 スポーツ等の

クラブ活動、ボランテ

ィア活動その他、課外

活動に対する支援体制

は整備され、有効に機

能しているか 
４ 

学生自治会から球技大会に

補助している。 

卒業時の催事に対して補助

している。 

クラス運営に関して補助し

ている。 

ボランティアの募集に関し

ては積極的に情報公開し、参

加を推進している。小児施設

や障害者施設の行事に参加

している。 

 

 

球技大会の開催（開催日 6

月 21 日：門真ドーム） 

 

月 1 回の学校周辺の清掃活

動の実施（開催日 5 月 9 日、

6 月 5 日、7 月 5 日、10 月 5

日、11 月 3 日、12 月 23 日） 

2023 年度は球技大会を開

催 

2023 年度より学校周辺の

美化に貢献するため、ゴミ拾

いなどの清掃活動を教育の

一環として実施した。2024

年度以降、活動を定着させる

工夫を講じる。 

学生自治会規約 

学科会議議事録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校側に支援の用意はあるものの、Ⅱ部ということから学生自身の時間的余

裕がないため活動は低調である。 

現在年１回開催されている球技大会のような学校全体の行事を企画して支援

する必要がある。 
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5-29 （1/1） 

5-29 学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-29-16 遠隔地出身者

のための学生寮等、学

生の生活環境への支援

は行われているか 

３ 

入学時及び新学期に本学園

提携業者から下宿先を斡旋

している。 

 

本校加盟のキャリア教育共

済 協 同 組 合 の Student 

Partner System(入学生・在

校生に対する入居等のサー

ビスなど)を利用することが

できる。 

 

提携している学生マンシ

ョン、学生寮の案内を説明会

時などに配布したり、ホーム

ページで周知したりするよ

うにしている。 

学生募集要項 

学生便覧 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
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5-30 （1/1） 

5-30 保護者と適切に連携しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-30-17 保護者と適切

に連携しているか 

４ 

欠席が続く学生に対しては

担任から連絡し、場合によっ

ては保護者を交えた面談を

行うこともある。2 科目以上

欠点をとる成績不振の学生

においても常に連絡をとり、

学生の学習状況の報告を実

施している。 

2022 年度に引き続き、1 年

次、2 年次の学生の保護者を

対象に、継続して保護者懇談

会を実施している。 

面談記録 

学科会議議事録 

理学療法学科では、希望す

る学生に対して、保護者面談

を実施した。 

作業療法学科では、高校新

卒者を中心に希望者を募り、

保護者面談を実施した。 

学生台帳登録票 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
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5-31 （1/1） 

5-31 卒業生への支援体制はあるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-31-18 同窓会が組織

化され、活発な活動を

しているか 

４ 

1 期生を輩出した年度に校

友会（同窓会）が組織され、

それ以降、年 1回の総会及び

年数回の分科会が行われて

いる。 

総会資料 

校友会主催で 3 部会合同研

修会 2 回（うち 1 回は ZOOM

併用）、PT 研修会 2 回、OT

研修会 2 回（うち 1 回は

ZOOM 併用）、ST 研修会 1

回、大学院研修会 2 回を開催

した。 

特になし 総会資料 

5-31-19 卒業生をフォ

ローアップする体制が

整備され、有効に機能

しているか ４ 

校友会事務局ではＨＰやメ

ールを利用して、イベント案

内等の情報発信及び住所変

更等、校友会会員のためのフ

ォローアップ体制を整備し

ている。 

準会員である在校生にも案

内し、学習機会を設けてい

る。 

特になし  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

万全とは言えないが、校友会に対してできる範囲で学校も便宜を図っている。 

今後、更に利便性を高める方策を取って行きたい。 
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基準６ 教育環境 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

機械・器具は指定養成規則に定められた種類と数を揃えており、教育上の

必要性に十分対応できるよう整備されているが、設置以来２２年を経過し、

経年劣化や故障が見られる。今後は、メンテナンスに留意しながら買い替え

や数の補充を図る必要がある。 

設備については、各クラスの専用教室が確保され実習室等も整備されてい

るが、昼間においては大学との共用となる部分もあることから両者間の有効

的な利用方法を確立する必要がある。 
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6-32 （1/1） 

6-32 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-32-1 施設・設備は、

教育上の必要性に十分

対応できるよう整備さ

れているか 

４ 

授業運営に必要な専門的機

械・器具は整備されている。 

情報機器についは一定期間

ごとの更新が必要である。 

指定養成規則の基準を満た

している。 

特になし 理学療法士作業療法士

養成学校指定規則 

6-32-2 施設・設備のメ

ンテナンス体制が整備

され、有効に機能して

いるか ４ 

情報機器については学園内

に専属職員を置きメンテナ

ンス体制を整えている。 

法令に基づく定期メンテナ

ンスは適切に対処している。

また、施設・設備に不具合が

生じた場合は、迅速な対応が

求められるため、専属職員の

判断の下に対処している。 

特になし  

6-32-3 施設・設備の更

新に関する計画を立

て、計画通りに更新し

ているか ４ 

国庫補助金の助成を受ける

ための条件に合った更新計

画を立てている。 

教室の映像機器など、年次

計画を立てて整備している。 

法人全体の計画による。 法人全体の整備計画に基

づき、優先度に応じ整備して

いる。 

令和 5 年度中期計画及び

期間中の取組 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 授業運営上の必要性は充足しているが、今後は学生の自由な学習にも対応

できるだけの整備が必要となろう。 
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6-33 （1/1） 

6-33 学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-33-4 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等について外部の関

係機関と連携し、十分

な教育体制を整備して

いるか 

５ 

整備している 臨床実習要綱など 

指定規則を大きく上回る単

位数を設定している。理学療

法学科 25 単位、作業療法学

科 25 単位 

2022 年度は両学科とも 25

単位にカリキュラムを変更

し、2023 年度も 25 単位実施

した。 

臨床実習関連書類 

臨床実習要綱 

6-33-5 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修について、その実績

を把握し教育効果を確

認しているか 

５ 

確認している 実習成績 実習での学習困難者に対す

る対策 

臨床実習評価表 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学外実習に関してはほぼ体制は整っているが、一部に学習が困難になる学生

がおり、それらに対する更なる対策が必要である 

実習施設を近畿圏内の近隣施設に徐々に移行し、いつでも学生の相談や施設

との連携が取りやすいように配慮している。 
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6-34 （1/2） 

6-34 防災に対する体制は整備されているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-34-6 防災に対する体

制は整備され、有効に

機能しているか ５ 

防火管理者を配置し、各施設

管理者及び営繕（2 名）への

指導を行っている。 

定期的な法令点検を実施し

ている。 

防災マニュアルを早急に制

定し、それに基づく、訓練を

実施したい。 

 

6-34-7 災害を起こす可

能性のある設備・機器

等の情報は十分に伝え

られているか 

５ 

防火管理者からの研修を通

して、施設管理者及び営繕へ

の情報伝達を周知徹底して

いる。 

日頃より、災害の起因とな

りうる設備・機器等の巡回を

行っている。（巡回日報） 

特になし 巡回日報 

6-34-8 実習時等の事故

防止の体制は十分か 

５ 

災害の起因となる設備・機器

に関しては、授業担当教員の

管理監督のもとに行ってい

る。 

過去に於いて災害等の事故

は起こっていない。 

特になし  

6-34-9 万が一の災害が

起きた場合に備えた保

険等の処置は十分なも

のとなっているか 

４ 

各種、総合保険に入ってい

る。 

建物及び実習機材、資財迄

の補償がされている。学生に

ついての補償は、学生傷害保

険に加入をさせている。 

特になし  
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6-34 （2/2） 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-34-10 防災訓練を実

施しているか 

３ 

年に一度、教職員全員によ

る防災訓練の実施を予定し

ている。 

消防署の指導に基づき、「訓

練解説動画を活用した自営

消防訓練」を実施した。 

夜間部の学校である関係に

より集合型の防災訓練は実

施できないが、消防署からの

指導に基づき、有効な指導・

訓練として、今後も同様の方

法で年に１回の訓練を実施

していく。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防火管理者、及び施設管理者、営繕(２名)の配置と、研修並びに定期的な巡

回により日々の防火体制を整えている。また、防火訓練を教職員全員に実施

予定していることで、消火器の取扱いと避難経路の周知徹底を行う予定であ

る。 
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基準７ 学生の募集と受け入れ 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

今年で創立 24 年を迎え、多数の卒業生の活躍もあり各業界からは実績のある

学校として信頼されている。その実績等で、卒業生や業界から志望者に紹介

頂く事も多く、本校を安心して進学出来る学校として評価されていて、学生

募集に大きく良い影響を与えている。尚、学校の内容をより理解して貰う機

会として、「入試・入学説明会」の開催、現役の理学療法士・作業療法士で本

校卒業生が毎日夕方実施している、「個別相談」にも対応している。 
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7-35 （1/1） 

7-35 学生募集活動は、適正に行われているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-35-1 学生募集活動

は、適正に行われてい

るか ５ 

大阪府専修学校各種学校連

合会と高等学校進路指導協

議会との協定の中で遵守事

項に沿って学生募集活動を

適切に行っている。 

遵守事項の中で特に重要で

有る願書受付等の時期につ

いて、細心の注意を払ってい

る。 

特になし 募集要項 

7-35-2 学校案内等は、

志望者・保護者等の立

場に立った分かり易い

ものとなっているか ４ 

学校案内では各学科紹介等

に於いて事実表現のみして

いる。HP でも学科毎に掲載

し色々な活動を紹介。学生募

集要項に於いても、特に学費

に関する記載は徴収金額と

差異なく明記している。 

入学後に学生より苦情等を

受けていない。 

 特になし 学校案内 

募集要項 

学校 HP 

7-35-3 志望者等の問い

合わせ・相談に対応す

る体制があるか 
４ 

専門の担当者（広報スタッ

フ）が窓口となり、相談状況

に応じて学科担当教員も相

談に乗れる体制を取ってい

る。また、卒業生による夜間

相談を受け付けている。 

専門の担当者（広報スタッ

フ）が常時在籍している。 

卒業生による個別相談員

を配置し、専任教員、広報ス

タッフと共に対応している。 

福田学園組織図 

7-35-4 募集定員を満た

す募集活動となってい

るか 

４ 

両学科とも定員を満たして

いない。 

夜間 3 年制の主な対象とな

る社会人他の進学者減少に

より苦戦している。 

高校生を新たなターゲット

として、高校推薦・ＡＯ入試

の導入を実施した。 

社会人 AO 入試を導入し、

より目的意識の高い入学希

望者を勧誘している。 

募集環境は、ますます厳し

くなっており、その中で募集

活動の工夫を行なっている。 

学校基本調査資料 

学校案内 

募集要項 
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* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

全体的に学生募集活動は適正に行われている。また、学校案内や募集要項を

基に、その他に掲出する媒体（学校 HP、進学 WEB サイト等）での表現は

統一しており、志望者等に誤解を招かないように伝えている。 
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7-36 （1/1） 

7-36 就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍の教育成果は、学生募集に貢献したか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-36-5 就職実績、資格

取得実績、卒業生の活

躍の教育成果は、学生

募集に貢献したか 

４ 

病院、施設への就職率も高

く、ほぼ毎年 100％。また理

学療法士の国家試験合格率

も 2020 年度まで３年連続

100％を達成し、例年合格率

を学校案内で紹介している

為、卒業生の活躍が学生募集

に貢献していると言える。 

2023 年度は理学療法学科が

100％合格を達成した為、積

極的に広報していく。 

入学者のアンケートの結果

により、入学の動機として

「就職実績」・「資格取得実

績」「卒業生の活躍」が上位

を占めている。 

国家試験合格実績では全

員合格とは至っておらず、学

生個々により適合した国家

試験学習サポート対策の必

要性がある。 

進路状況のまとめ 

入学者アンケート 

7-36-6 卒業生の活躍の

教育成果が学生募集に

貢献したかどうか正し

く認識する根拠を持っ

ているか 

４ 

入試・入学説明会、個別相

談の参加者が、本校を知っ

たきっかけに、卒業生の紹

介が多い。 

7-36-5 のイ 

（「卒業生の活躍」が入学の

動機として上位に位置して

いる） 

特になし 入学者アンケート 

卒業生アンケート調査 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）  

創立 23 年の歴史も有り、多数の卒業生が業界で活

躍している様子を学校案内等に掲載しており、志望

者にとっては大きく学生募集に貢献していると思

われる。 
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7-37 （1/1） 

7-37 入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-37-7 入学選考は、適

正かつ公平な基準に基

づき行われているか 
５ 

学生募集要項に明記した入

学選考方法により実施して

いる。各入試選考後に入試判

定会議により合否を決定し

ている。 

合格者は勿論のこと不合格

者からも合否判定に対する

疑問の声は聞いていない。 

面接試験の公平性を担保す

るために、事前に質問項目な

どの統一性を図っている。 

 

特になし 学生募集要項 

入試判定資料 

7-37-8 入学選考に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 

５ 

経年に於いて、学科毎に受

験者の判定結果（合格・不合

格数、及び判定記録）を残し

て管理している。 

過去５年間の判定結果は事

務局で資料及びデータで保

存している。 

特になし 入試判定資料 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学選考は学生募集要項の選考方法に準じて実施しており、特に受験生から

不満の声を聞いていない。 
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7-38 （1/1） 

7-38 学納金は妥当なものとなっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-38-9 学納金は、教育

内容、学生および保護

者の負担感等を考慮

し、妥当なものとなっ

ているか 

４ 

学納金・特待生・奨学金制

度については、社会情勢を踏

まえて毎年検討を重ね、必要

に応じて変更を行っている。 

 

同分野の学校とも年間学費

額にはあまり差異が出てい

ない。 

特になし 学生募集要項 

7-38-10 学納金に関す

る情報とその推移を学

科ごとに正確に把握し

ているか 

４ 

経年に於いて、学納金の情

報は学生募集要項にて詳細

に明記しており、推移は過年

度分を見れば分かる。 

保存期間の過去５年間の学

生募集要項は事務局で保存

している。 

特になし 学生募集要項 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

同分野他校とも年間学費額にはあまり差異がなく、学納金はここ数年変動し

ていない。 
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基準８ 財務 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

中長期的に財務基盤は安定しており、その主要となる財務数値は正確に把握

出来ているが、今後も更なる安定を目指して、教育研究経費や管理経費両面

に於いて、なお一層の経費節減の努力が必要である。次に、年度予算は目的、

目標に照らし有効かつ妥当なものとなっており、概ね予算書に従って科目毎

に適正かつ計画的に執行しているが、一部の科目に於いて予算通りとならな

い場合は、補正予算を組み当該年度内で完了するようにしている。また、財

務の会計監査は、私学振興助成法に基づく公認会計士による監査（決算監査・

月次監査）、及び私立学校法に基づく監事監査（決算監査）を毎年適切に実施

しており、会計監査を受ける側・実施する側の責任体制、監査の実施スケジ

ュールも妥当なものとなっている。 

財務情報の公開に関しては、「財務書類等閲覧規程」に基づき整備している。

OCR ホームページのリンク先として掲載している学校法人福田学園のホー

ムページにおいて、資金収支計算書・活動区分資金収支計算書・事業活動収

支計算書の大科目と、貸借対照表、監事の監査報告書、事業報告書、及び経

年比較表等関連資料も公開しており、容易に閲覧出来るようにしている。 
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8-39 （1/1） 

8-39 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-39-1 中長期的に学校

の財務基盤は安定して

いるといえるか 
４ 

中長期的に学校の財務基盤

は安定しているといえる。 

長期の負債もなく、比較的

安定的に財務運営を行うこ

とが出来ている。 

少子化などの影響により、厳

しい環境ではあるが、今後も設

置校 3 校の安定した学生数確

保及び諸経費を節減すべく、5

ケ年計画を立案し、継続的改善

に取り組む。 

中期計画（5 ヵ年計画） 

資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

8-39-2 主要な財務数値

に関する情報とその推

移を正確に把握してい

るか 

５ 

主要な財務数値に関する情

報とその推移を正確に把握

している。 

最近数年（5 年以上）の収

支データ（収支計算書）は身

近に有り、その推移を正確に

把握できている。 

特になし 過去 5 ヵ年の収支計算書 

（財産目録含む） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

中長期的に財務基盤は安定しており、その主要となる財務数値は正確に把握

出来ている。設置校 3 校の 5 ヵ年計画を確実に実施にうつすことにより、継

続して良好な学園全体の決算数値を維持していきたい。 

 

 



58 

8-40 （1/1） 

8-40 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-40-3 年度予算、中期

計画は、目的・目標に

照らして、有効かつ妥

当なものとなっている

か 

５ 

年度予算は、目的、目標に

照らし、有効かつ妥当なもの

となっていると言える。 

当年度の執行予定、及び過

去２～３年の科目別執行状

況を参考にしており、適正か

つ妥当な予算となっている。 

特になし 過去５ヵ年の収支計算書 

予算書 

8-40-4 予算は計画に従

って妥当に執行されて

いるか ４ 

概ね予算に従って、妥当に

執行されている。 

予算書に従って、科目毎に

適正かつ計画的に執行して

いる。 

3 校共に除中退率は改善傾

向にあるが、今後も除中退対

策に力を入れ、予算どおりの

収入を確保したい。 

過去５ヵ年の収支計算書 

予算書 

中期計画（3 ケ年計画） 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

年度予算は、目的、目標に照らし有効かつ妥当なものとなっており、概ね予

算書に従って、科目毎に適正かつ計画的に執行している。3 校共に除中退率

は改善傾向にあるが、今後も除中退対策に力を入れ、予算どおりの収入を確

保したい。なお、一部に於いて予算通りとならない場合は、補正予算を組み

当該年度内で完了している。 
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8-41 （1/1） 

8-41 財務について会計監査が適正におこなわれているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-41-5 財務について会

計監査が適正におこな

われているか 
５ 

毎年、財務について会計監

査が適正に行われている。 

私学振興助成法に基づく公

認会計士による監査（決算監

査・月次監査）、及び私立学

校法に基づく監事監査（決算

監査）を毎年適切に実施して

いる。 

特になし 監査スケジュール 

 

公認会計士及び監事の

監査意見書 

8-41-6 会計監査を受け

る側・実施する側の責

任体制、監査の実施ス

ケジュールは妥当なも

のか 

５ 

会計監査を受ける側・実施

する側の責任体制、監査の実

施スケジュールは妥当なも

のとなっている。 

毎年、法人室が責任部署と

して、監査スケジュールを公

認会計士及び監事と打合せ

の上、適切に定めている。 

特になし 監査スケジュール 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財務の会計監査は、私学振興助成法に基づく公認会計士による監査（決算監

査・月次監査）及び私立学校法に基づく監事監査（決算監査）を毎年適切に

実施しており、会計監査を受ける側・実施する側の責任体制、監査の実施ス

ケジュールも妥当なものとなっている。また、できる限り公認会計士と学園

監事の意見交換ができる場の設定も行っている。 
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8-42 （1/1） 

8-42 財務情報公開の体制整備はできているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-42-7 私立学校法にお

ける財務情報公開の体

制整備はできているか ５ 

私立学校法における財務情

報公開の体制整備はできて

いる。 

財務情報の公開に対して、

「財務情報の公開規程」に基

づき、公開するに当たっての

体制等を整備している。 

特になし 

 

財務情報の公開規程 

資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

貸借対照表 

事業報告書 

8-42-8 私立学校法にお

ける財務情報公開の形

式は考えられているか ５ 

私立学校法における財務情

報公開の形式は考えられて

いる。 

財務情報の公開に対して、

「財務情報の公開規程」に公

開するに当たっての方法、考

え方を明示している。 

特になし 財務情報の公開規程 

資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

貸借対照表 

事業報告書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

財務情報の公開に対して、「財務情報の公開規程」に基づき公開するに当たっ

ての体制等を整備しており、方法、考え方を明示している。また、同一学校

法人の設置校である大阪保健医療大学（OHSU）の HP 上（Web サイト）で

も公開している。 

経年比較等関連資料も追加し、公開している。 
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基準９ 法令等の遵守 
 

点検大項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令や設置基準等の遵守と適正な運営については、専修学校設置基準、各種

学校規程、その他の関係法令のほか大阪府私立専修学校・各種学校設置認可

等に関する審査基準による認可を受けており、学則等に変更が生じた場合は、

その都度、届出を行っている事からも適正な学校運営を行っていると言える。

しかしながら、学生に対しては、入学、進級時のガイダンスに於いて学則の

抜粋を記載した学生便覧での啓発活動に留まっており、また、教職員に対し

ても、年１回程度の教職員研修では啓発活動として徹底しているとは言い難

い。次に、個人情報に関する保護と対策については、学園として P マークの

認証を平成 18 年 12 月～平成 24 年 12 月の期間取得していたので、その個人

情報保護に関するマニュアルや各種規定の下に管理体制を整えている。さら

に、平成 29 年 5 月 30 日より改正個人情報保護法が全面施行されたことを踏

まえ、全教職員対象に個人情報保護に関する研修会を実施しており、組織的

に共通理解を深めている。 

なお、教職員には定期的に研修を実施し、学生には CM を通じて日頃より啓

蒙活動（特に、外部実習前には研修を実施）を行っている。 
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9-43 （1/1） 

9-43 法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-43-1 法令や専修学校

設置基準等が遵守さ

れ、適正な運営がなさ

れているか 

５ 

広く社会の信頼を得るべく

法令や専門学校設置基準を

遵守し、適正な学校運営を行

っている。 

専修学校設置基準、各種学

校規程、その他の関係法令の

ほか大阪府私立専修学校・各

種学校設置認可等に関する

審査基準による審査の上、認

可を受けた学校である。ま

た、学則等に変更が生じた場

合は、その都度、適正に届出

を行っている。 

特になし 学校設置認可書 

学則変更届 

9-43-2 法令や専修学校

設置基準等の遵守に関

して、教職員・学生等

に対する啓発活動を実

施しているか 
３ 

教職員・学生等に対して、

ガイダンス、教職員研修で一

定の啓発活動は実施してい

る。 

学校関係者評価委員会を実

施し、外部の視点から検証を

実施している。 

学生に対しては、入学、進

級時のガイダンスで学則抜

粋を記載した学生便覧に基

づき啓発活動を実施してい

る。又教職員に対しては、年

１度の教職員研修で啓発活

動を行っている。 

法令や専修学校設置基準

等の遵守に関する適切な啓

発活動とは言えないので検

討の必要がある。 

学生便覧 

教職員研修資料 

学校関係者評価委員会

議事録 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

専修学校設置基準、各種学校規程、その他の関係法令のほか大阪府私立専修

学校・各種学校設置認可等に関する審査基準による認可を受けており、学則

等に変更が生じた場合は、その都度、届出を行っている事からも適正な学校

運営を行っていると言える。しかしながら、教職員や学生等に対する法令や

専修学校設置基準等の遵守の啓発活動は十分とは言えない。 
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9-44 （1/1） 

9-44 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 

 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-44-3 志願者、学生や

卒業生及び教職員等学

校が保有する個人情報

に関し、その保護のた

めの対策がとられてい

るか 
５ 

福田学園として、平成 18 年

12 月～平成 24 年 12 月まで

の期間でＰマークの認証を

取得していたので、志願者、

学生や卒業生及び教職員等

学校が保有する個人情報に

関し、その保護のための対策

をとっている。 

個人情報保護のためのマニ

ュアル、各種規定を制定する

と共に、学生、教職員全員か

ら個人情報収集同意書（教職

員については秘密保持誓約

書も）を取っている。 

特になし 個人情報保護マニュアル 

各種規程 

個人情報収集同意書 

秘密保持誓約書 

9-44-4 個人情報に関し

て、教職員・学生等に

対する啓発活動を実施

しているか 
４ 

福田学園として、平成 18 年

12 月～平成 24 年 12 月まで

の期間でＰマークの認証を

取得していたので、個人情報

に関して、教職員・学生等に

対する啓発活動を実施して

いる。 

教職員研修時に個人情報保

護研修を行っている。また、

学生に対しても、入学志願

書、学生便覧等で啓発を行っ

ている。 

一部の学生の中には、個人

情報保護に対する認識不足

の者がいる事は否めない。 

研修資料 

学生便覧 

入学志願書 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

平成 18年 12月～平成 24年 12 月の期間でP マークの認証を取得していた事

で、そのマニュアルや各種規定に基づき個人情報保護の管理体制を整えてい

る為、問題はない。また、教職員には研修、学生には学生便覧等で啓蒙活動

を行っている。以上の事から個人情報保護の対策は取られていると判断出来

る。 

 

 

 


